
 

 

 

令和６年度 学校総合評価 

富山県立富山西高等学校 

 

 

６ 今年度の重点目標に対する総合評価  

  今年度の重点目標は昨年度から大きく変更していないが、重点課題については、より成果が

現れるように方策を工夫したり、アンケート等による数値から本校の傾向や新たな課題を見い

だすことを目的としたりしたものと、昨年度の様子や、学校評価、学校評議員からの意見等を

踏まえ、新たに課したものとがある。 

昨年度から継続した重点課題の最終的な評価は、Ａ(達成した)が２項目、Ｂ（ほぼ達成した）

が３項目、Ｃ（現状維持）が１項目となった。達成目標を変更したものもあり一概には言えな

いが、達成度が上昇した課題や、取組に手応えを感じている課題もあり一定の成果は得られた

ものと考える。 

今年度新たに設定した重点課題の最終的な評価は、Ａが２項目、Ｂが２項目であった。遅刻

の回数や、３年生への進路支援の満足度等においては、重点課題に置いて数値化することで、

本校の実情を見える化するとともに、職員の意識の高揚も図れた。よく設定される課題ではあ

るが、教育活動や生徒指導の成果を確認する際の重要な指標となり得るものであり、継続して

いきたい。 

  来年度は、学校評議員からの指摘を鑑み、重点課題そのものと適切な達成目標値の検討を行

い、重点項目によっては見直すことも視野に入れていきたい。 

  学校評議員の方々には学校の状況や取り巻く環境を十分に理解していただいたうえで、より

現実的で温かみのあるご意見を頂戴しており大変感謝している。本校の教育活動をより魅力あ

るものにしていくために、頂いたご指摘やご意見を真摯に受けとめ、改めて学校経営全体を見

直し、改善に努めていく所存である。 

 
 

７ 次年度へ向けての課題と方策 

 次年度に向けての具体的な課題と方策については、各アクションプランに記載されていると

おりである。本校は、近年受検者数の減少という大きな問題を抱えており、より詳細な現状の

分析とその対策、魅力ある取組とその発信方法等、検討すべき事項は数多くあるが、一方で、

日々目にする課題に対し地道に取り組み、改善を繰り返していくシステムと、教職員の意識が

肝要である。大事と細事の両面に目を向けつつ、重点目標、ひいては学校教育目標の達成に向

けて、来年度も邁進していきたい。 

 

 

 

 



 

 

８ 学校アクションプラン 

          令和６年度 富山西高校アクションプラン     － １ － 

 重点項目  授業力の向上 

重点課題 

 

 

・多様な生徒に即応し、学習意欲を向上させるために、各自の授業を見直し、指導内容や方

法を工夫する。 

・ICT 機器を活用した授業展開を工夫し、発展させる。  

・特にタブレットを用いた授業展開について、研究する。  

現  状 

 

 

・学習に対して意欲的に活動できない生徒が見受けられる一方、上級学校への進学に向けて、

積極的に課題に取り組む生徒もいる。 

・各教室にプロジェクターが設置され、それらを活用した授業も数多く実施されるよう  

 になった。昨年度、ICT 機器を使った授業を実施した教員の割合が６０％を超え  

る程度であったが、更なる活用を促していきたい。  

達成目標 

  

・互見授業参観を実施した教員の割合 ５０％以上 

・ICT 機器を使った授業を実施した教員の割合 ７０％以上 

方  策 

 

 

 

・他の教員の授業を参観しやすくするため、互見授業週間を設定する。 

・全教員が教科の枠を取り払い、互見授業に意欲的に取り組み、学習教材の精選や指導方法

の工夫に努める。また、授業後の感想を簡潔に伝えられるようにする。 

・ICT 活用研修会を数多く実施し、生徒が興味・関心を引くような質の高い授業を展

開できるように努める。また、ICT 機器を活用した授業展開例などを教員間で共有

し、今後の授業への参考になるようにする。  

達 成 度 

 

・互見授業参観を実施した教員の割合 ７２％ 

・ICT 機器を使った授業を実施した教員の割合 ６９％ 

具体的な

取組状況 

・互見授業については、３回の互見授業期間を設けたが、朝の打ち合わせで実施を伝

えるだけになってしまった。より積極的に互見授業を行える環境や雰囲気作りを考

え、効果的な実施方法を考える必要がある。 

・ICT 機器の活用については、多くの教員が利用している。今後は、授業での効果的

な使い方をお互いに学ぶ機会を設けたい。また、教員・生徒全員が、タブレットで

県立図書館の電子書籍を利用できるようになったが、早速その機能を生かした授業

もあり、このような進化を進めていきたい。 

評価 

 

・互見授業参観を実施した教員の割合 ７２％            Ａ 

・ICT 機器を使った授業を実施した教員の割合 ６９％  Ｂ 

学校評議

員の意見 

 

・互見授業については、例えば授業のねらいや観点などを他の先生にわかるように  

すれば参加しやすいのではないか。 

・参加者に感想を聞き、それが他の先生にも伝わるようにすればよいのではないか。  

・互見授業について、感想を言い合ったり、振り返ったりする時間があればよいの  

ではないか。 

・ICT 機器については、外部講師の招聘や研修への参加など積極的に取り組むことが  

大切ではないか。 

・タブレットについては、今後個人負担になると聞いている。高額な教育用品となる

ことから、有効な活用がますます求められる。  

次年度に

向けての

課題 

 

・互見授業については、授業者と授業見学者の間では感想を伝えているが、その授業

の工夫が授業見学者以外の先生にも伝われば、学校全体の動きになる。  

・タブレットなどの ICT 機器については、その有効な使い方を学校全体で考えていか

なければならない。 

 



 

 

令和６年度 富山西高校アクションプラン     － ２ － 

 重点項目   学校生活                                                                 

 重点課題   規則正しい生活習慣を確立し、社会性を身に付けさせる           

 現  状  

 

・各学年で遅刻が非常に多く、生活・学業に様々な弊害が生じている。 

・登校しても脳が活性化されておらず、授業に集中できない生徒がいる。 

 達成目標  

 

 

年間の遅刻回数を減少させる。 

 

「夜 11 時までに就寝」の生徒の割合 

「毎朝、朝食を摂って登校」の生徒の割合 

年間平均の 1 日の遅刻人数が 5 人未満 

（遅刻の総数が 1000 未満） 

「夜 11 時までに就寝」50％以上 

「毎朝、朝食を摂って登校」80％以上 

方  策 

 

 

・全校集会・学年集会など、機会を捉えて生徒に遅刻の弊害について知らせ、個々の生徒の

自覚を促す。また、連続して遅刻した生徒については個別に注意喚起を行い、生活習慣の

改善に努めるよう指導する。 

・「取り組み週間」を設定して、普段の生活を見直すよう働きかける。 

・保健委員会と協力して、楽しい雰囲気で取り組めるように工夫する。 

・保健だより等を通して、生活改善の必要性を説く。 

達 成 度 

 

1 日平均 3.8 回（総数 578 回） 

遅刻数が 45％減（２学期末まで） 

「夜 11 時までに就寝」ほぼ達成(49.7％) 

「毎朝、朝食を摂って登校」ほぼ達成(76.1

％) 

具体的な

取組状況 

･担任、学年から、様々な機会を捉えて遅

刻しないよう呼びかけている。 

･複数回遅刻する生徒がいた場合は、まず

学年担当者から朝学習を指示するなど、

迅速かつ個別に指導を行っている。 

･遅刻回数の多い生徒に対しては個別に面

接を行い、一定の数を上回る生徒に対し

ては終業式後に奉仕活動をさせ、反省を

促した。 

 

・10 月 28 日－11 月 1 日まで取り組み週間

を設定して、教室・校舎内に啓蒙ポスタ

ーを掲示した。夜 11 時までに就寝、につ

いては、「毎日・だいたい」取り組んだ

生徒の割合は昨年の 46.3％を上回った。

このグループは、翌日の調子もよいと回

答している。 

・朝食についても同様の結果が得られた。

「毎日・だいたい」の割合は 94.6％で、

昨年の 91.0％を上回った。翌日の体調・

授業集中度も良好と回答している。 

・取り組み後の感想は、概ね肯定的であっ 

た。 

・学校保健委員会で指摘されたように、保

護者にも事前に周知し、家庭の協力の下

で取り組むようにするとさらに効果が上

がるかもしれない。 

評価          Ｂ Ｂ 

学校評議

員の意見 

･子供たちが活動に自分で関わることが重要である。成長途中である生徒の指導は大変 

な面があると思うが、力を入れて欲しい。社会に出たら上下関係がするため、目上

に対する接し方をしっかり指導していただきたい。 

・スマートフォンは睡眠障害を引き起こす可能性があるので、就寝前には使用しない

ように促すとよい。調査実施後の感想を大切にしてほしい。保護者を対象とした調

査もよいかもしれない。会議に出席できない人たちにも情報発信できるとよい。 

次年度に

向けての

課題 

・生徒への声かけの工夫など、改善点を探りつつ継続して取り組む。 

・実施方法・質問項目などを改善し、次年度も同様の計画に取り組む。 

 



 

 

令和６年度 富山西高校アクションプラン    － ３ － 

重点項目  進路支援                                          

重点課題 

 

 

① ３年間を見通したキャリア教育の推進を図る。 

② 進路実現のための支援の充実を図る。 

③ 読書等によりさまざまな生き方や考え方に触れさせることで、キャリア教育等の推進につなげる。 

現  状 

 

 

自己の進路についての意識が希薄で、学年が進んでも明確な目標を見つけることが 

できない生徒がいる。そのため、進路実現に向けた具体的な方策を各自で計画し、実施することが難し

く、３年次における面接や小論文などの受験指導に多くの時間が費やされてしまっている。 

達成目標 

 

 

 

 

① １・２年生：キャリアガイダンスによって、自身の進路選

択や進路目標が明確になった生徒の割合 

   １年生 ６０％  ２年生 ７５％ 

② ３年生：進路支援に満足した生徒の割合 

   ３年生 ７５％ 

③「新聞活用講座」が、小論文や面接

等進路面での対策として有意義だっ

たと答えた生徒の割合  ８０％ 

方  策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 進路講演会や進路ガイダンスなどを 1・2 年生で計画的に実施し、進路意識の向上を図り、早期に

進路目標を明確にさせる。また、進路目標の実現には、積極的に学習に取り組むことが大切である

ことを、多様な活動を通して伝えていく。 

② 進路選択が多様であり、生徒ひとりひとりに合った進路支援を計画的に行う。特に、３年生につい

ては、学年の担当者を中心に、学校全体で生徒の進路を支援していくことのできる体制を構築して

いく。 

③ 今年度も、生徒の自主参加による「新聞活用講座」を実施する。富山短期大学や富山国際大学への

受験も視野に、「看護・福祉クラス」「現代社会クラス」の２クラスを開設し、月１回のペースで

放課後に実施する。生徒が新聞を活用し、看護・福祉の現場や現代社会が抱える課題等について知

り、将来の自分の進路に生かすことを目標とする。 

達 成 度 

 

 

 

① １年生 ６８％  ２年生 ８９％ 

② ３年生 進路実現のサポート ９３％ 

      面談・個別指導の充実 ９３％ 

      進路情報の提供 ９１％ 

③「新聞活用講座」が、小論文や面接

等進路面での対策として有意義だっ

たと答えた生徒の割合  ８９％ 

具体的な 

取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① １年生は進路ガイダンスを２回(7 月・12 月)と企業見学(12 月)を実施した。２年生は進路

ガイダンスを２回(7 月・12 月)と進路探訪(企業見学・大学見学)を実施した。進路ガイダ

ンスで「進路目標が明確になった」と回答した生徒の割合が、両学年とも達成目標を上回

った。また、「主体的に取り組んだ」と回答した生徒の割合も両学年とも 90％を上回った。 

② ３年生に実施した進路支援のアンケートでは、「先生たちは生徒の進路実現のためにサポ

ートしているか」という質問に対して、93％の生徒が「よくあてはまる」「あてはまる」

と回答した。他の質問についても高い評価を得ている。また、生徒の感想の中にも多くの

感謝の記載があった。 

③ ・参加人数は、看護・福祉クラス延べ 40 名（２回実施）、現代社会クラス 16 名（１回実

施）、一昨年度の延べ人数 51 名よりも増加した。（半数は図書委員の参加だが、学年など

の協力が大きかった） 

  ・実施後にアンケートを行ったところ、「参加してよかった」と答えた生徒は 89％、「参加

してまあまあよかった」が 11％であった。また、その他のアンケート項目で、視野が広が

ったが 79％、まとめる力や発表する力がついたが 46％であり、生徒の反応はおおむね良好

であった。 

評価 ① Ａ      ② Ａ  ③ Ａ 

学校評議員

の意見 

・進路目標を決めるためには、多様な体験をすることが大切だと思う。企業見学や大学見学、

進路ガイダンス等、充実した取り組みを今後も継続してほしい。  

・「新聞活用講座」に参加する人数にかかわらず、一人ひとりにベストなアドバイスをしてほ

しい。 

次年度に向

けての課題 

・ガイダンスについては、生徒の取り組み状況やアンケート結果を参考に、３年間を見据えた

ものを計画し、実施していきたい。 

・進路支援については、生徒のアンケート結果を参考に、できることから改善を進めていきた

い。特に、「学習しやすい環境」については満足していない生徒の数がやや多かったため、

早急に問題点を明確にしていく。また、学校全体で生徒の進路実現を支援していく体制につ

いては継続していく。 

・生徒の進路希望に対応するため、次年度は看護講座、保育・福祉講座、現代社会講座のよう

に、その進路希望を持つ生徒を４月に集めて登録し、それぞれ月１回は実施し、生徒は自分

で日頃から新聞記事を集めて持参しまとめと感想文を発表し合う方法も検討し、満足度が上

がるようにしていきたい。また、図書委員も参加させて、司会・進行する力、まとめる力、

発表する力を育成していきたい。 



 

 

 

令和６年度 富山西高校アクションプラン    － ４ － 

 重点項目   特別活動                                                                 

 重点課題 

 

・生徒会、部活動の生徒を対象にリーダー研修会を実施し、集団の中でのリーダーとしての意

識や能力を身に付けさせる。 

・ボランティア活動を通じて自主的、自律的な態度を育てる。                   

 現  状  

 

・生徒会活動や各部活動において、教員のサポートがなければ活動等がうまく進まないという

現状が随所でみられる。 

・各学校行事やボランティア活動に一生懸命に参加する生徒がいる一方で、活動意欲が不十分

な生徒も見受けられる。                               

 達成目標 リーダー研修を行う回数  ボランティア活動に参加した生徒 

年間６回以上 ３０％以上 

 方  策  

 

・リーダー研修会を行うことで生徒が自主的に活動や企画を考え、実行する力を  身につけ

させる。 

・ボランティア活動に関わる情報を速やかに生徒に伝え、できる限り多くの生徒が参加できる

体制を整える。 

達 成 度 リーダー研修会を行った回数  ボランティア活動に参加した生徒 

６回 １０２名（約２８％） 

具体的な 

取組状況 

 

      

 

 

 

 

 

 

・リーダー研修について 

  体育大会に向けての研修（応援リーダー１回、会計責任者１回）  

  三柏展に向けての研修（計画責任者１回、会計責任者１回）  

  生徒会誌作成に向けての研修（各クラス文化委員１回）  

  部活動関係（各部代表者１回） 

 多くの生徒に対して研修を実施したことで、自主的に行動する生徒が増加したように感じ

た。今後は内部研修だけでなく、外部講師を招聘するなどの取り組みにより新たな知識や視点

の習得に努めさせたい。 

・ボランティア活動に参加した生徒 

  速星駅周辺美化活動（５６名）・積雪時の雪かき（１０名）  

   速星駅への座布団の寄贈（３名）特別養護老人ホーム訪問（３名）  

  薬物乱用防止キャンペーン活動（１６名）あっつあつ鍋祭り（１４名）  

 今年度ボランティア活動に参加した生徒は１０２名であった。  

評価 Ｂ Ｃ 

学校評議員

の意見 

・ボランティア活動に対し、生徒が興味関心をもつような仕掛けを教員が考え、多くの生徒が

各活動に参加したいと思う状況を作ることが必要と考える。  

次年度に向

けての課題 

 

・リーダー研修について 

 校内の教員による研修に限らず、外部講師を招き、生徒の多くが新たな知識や、広い視野の

習得ができる環境づくりを構築する。  

・ボランティア活動について 

 生徒玄関前にボランティアに関する掲示板を設置することで、生徒がボランティア募集情報

を自ら収集し、ボランティア活動に参加しやすい状況を作る。  

 



 

 

 

令和６年度 富山西高校アクションプラン    － ５ － 

 重点項目   その他 

 重点課題  

 

 昨年度回復したコロナ禍以前の活気のある本校ＰＴＡ活動を維持させ、ＰＴＡ役員

相互の連携を密にしながら本校独自の取り組み方を工夫する。  

 生徒の活動や本校の活動をより多くの保護者や中学生等に知ってもらえるようホ

ームページ等の一層の充実を図る。 

 現  状  

 

・地域社会を十分配慮しながらＰＴＡ活動を計画しなければならない。またＰＴＡ 

役員となっても会合に一度も出席できない保護者も若干いる。  

・教育・安全情報サービスで、様々な情報は流すものの、行事の内容を詳細に伝え 

ることやビジュアル的に訴えることはできない。  

達成目標 

 

  ＰＴＡに関わる会合の実施回数    ホームページの記事等のアップ回数 

１２回以上 ３６回以上 （月平均３回） 

 方  策 

 

・ＰＴＡ総会や保護者会等を通して、ＰＴＡへの理解を深めてもらい、ＰＴＡ役員 

会や各行事への参加を働きかける。 

・学校行事やＰＴＡの活躍の記事などを、機会を捉えてホームページに掲載する。  

達 成 度 

 

 

 

 

  ＰＴＡに関わる会合の実施回数    ホームページの記事等のアップ回数 

１２５％ （１５回 ）  

・完全にコロナ禍以前の状態に回復し、 

 予定の会議は全て実施することがで  

 きた。三柏展の取り組みなど役員の方々  

の熱意に深く感謝したい。 

 ５０％（１８回 ） 

・アップ回数こそ少なかったが学校の情報

や生徒たちの活動成果などタイムリー

にわかりやすく発信することができた。

０％（１８回 今後の予定含む） 

具体的な 

取組状況 

・活気あるＰＴＡ活動を目指し、執行部会や各委員会、役員会を随時開き役員間の連

携を保った。 

・ホームページに学校行事の記事など機会を捉えて掲載し、発信することができた。 

学校行事などの保護者への情報公開につながった。  

  評 価 Ａ         Ｂ 

学校評議員

の意見 

・富山西高校はＰＴＡが楽しくかかわる学校のように感じた。 

・次の１、２年生（役員）達が良い学校を作っていくのでＰＴＡの活動の様子をどう

伝えていくのかが大切である。 

・子ども達にフレンドリーに接することには善し悪しがある。教員はそこも教えてあ

げてほしい。ＰＴＡ役員を３年間続けることを促してほしい。  

次年度に向

けての課題 

 

創立 101 年目の新たな年度を迎えるに当たり、本校のＰＴＡがこれまで培ってきた

各行事に対するとり組み方のノウハウや各行事の目的の明確化をいかに具体的に次世

代のＰＴＡ組織に伝えていくことができるかが肝要である。より良き方策を検討して

いきたい。 

 


